
提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 2

180

県支出金 その他 一般財源

2,022 300 1,722

1,100千円

535千円

350千円

37千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

300

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農業総務費

事業番号 事業名 農業総務費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

農林水産課職員

総合計画における位置づけ

33　どこにお金を使うのか、誰が担うのか
を見直そう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
安定した公務の遂行を支援する。

根拠法令・要綱等

大山町職員の給与に関する条例

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

96,834

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【事業概要】
農林水産課の一般経費。

【補正内容】
■人件費
　・職員異動に伴う調整
■普通旅費
　・新農業人フェア（大阪市）
　　36,760円×1名

給料

職員手当等

共済費

普通旅費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

60-10-30-5-3 中山間地域等直接支払推進事業補助金 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

187

県支出金 その他 一般財源

81 81

81千円 

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農業振興費

事業番号 事業名 野生鳥獣被害防止事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

農林事業者

総合計画における位置づけ

11　一次産業にあこがれる若者を増やそ
う

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
野生鳥獣による農作物被害の軽減に取り組む

根拠法令・要綱等

鳥獣被害防止総合対策交付金
鳥取県鳥獣被害総合対策事業費補助金

大山町有害鳥獣捕獲奨励金ほか

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

17,249

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【事業内容】
　イノシシ等の有害鳥獣の捕獲活動及び捕獲奨励金の交
付、侵入防止施設の設置等により鳥獣被害の防止を図る。

【補正内容】
　鳥獣監視カメラの購入。
　キャプチャーカメラ　36,380円×1.1×2台
　　イノシシ、シカ以外の小動物の捕獲許可を出す際の
　　獣種特定に使用する。

備品購入費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

1184

県支出金 その他 一般財源

906 906 0

906千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

906 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農業振興費

事業番号 事業名 鳥取梨生産振興事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

ＪＡ、認定農業者

総合計画における位置づけ

12　自然の恵みを活かして「大山町といえ
ばこれ！」をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

梨の生産振興について、緊急的に防災・減災対
策を強化し、「新甘泉」等の優良品種の生産拡大
と合わせて梨産地の強化に不可欠な基幹品種
「二十世紀」について、栽培面積減少傾向からの
脱却、面積維持・拡大への転換を図るため、高齢
化に対する機械の共同利用、ジョイント栽培の推
進と苗木の安定供給等により梨産地の活性化を図
る。

根拠法令・要綱等

鳥取梨生産振興事業費補助金交付要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

22,885

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正理由】
「ジョイント栽培拡大事業」のうち育成委託促進対策２件分の
計上が漏れていた。

【補正内容】
・育成委託促進対策（大苗育苗）
　補助率：県2/3
　（9.9a）726,110×2/3＝484,073円
　（12a）631,440×2/3＝420,933円
　　　　　　　　　　　　　　計　905,006円

負担金補助及び交付金

　梨生産振興事業費補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

60-10-30-5-3 鳥取梨生産振興事業費補助金 21,267



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

1617

県支出金 その他 一般財源

1,060 1,060 0

1,060千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

1,060 1/2

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農業振興費

事業番号 事業名 特定家畜伝染病危機管理対策事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

獣肉解体処理事業者

総合計画における位置づけ

12　自然の恵みを活かして「大山町といえ
ばこれ！」をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

鳥取県と協力し、食品衛生法に基づき野生鳥獣
肉を取り扱う町内事業者が、鳥取県が設定する野
生イノシシ陽性確認地点から10㎞圏内の区域に
おいて、捕獲された野生イノシシをジビエ利用する
にあたり、豚熱感染区域における野生イノシシジビ
エ利用マニュアルに基づくPCR検査等により豚熱
感染が確認された個体等を廃棄することを支援す
ることにより、野生イノシシのジビエ利用を促進す
る。

根拠法令・要綱等

鳥取県豚熱感染確認区域内野生イノシ
シジビエ利用支援事業費補助金交付要

綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

0

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【事業内容】
　豚熱感染区域における野生イノシシジビエ利用マニュアル
に基づき、豚熱感染個体を廃棄することを支援し野生イノシ
シのジビエ利用を促進する。

【補正内容】
・豚熱感染確認区域内野生イノシシジビエ利用支援事業費
補助金（令和７年４月１日以降に要した経費が対象）
　補助率：県1/2
　@53,000円×40頭×1/2＝1,060,000円

　　（イノシシ1頭（60kg超）当たり）
　　　容器代：4,000円
　　　焼却費：24,000円
　　　輸送費：25,000円
　　　　　計　53,000円

　　（処分頭数）
　　　大山ジビエ工房受入頭数の内、２割がＰＣＲ検査陽性
　　　と見込む。
　　　200頭×0.2＝40頭

負担金補助及び交付金

　豚熱感染確認区域内野生イノシシジビエ利用支援事業費補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

60-10-30-5-3 豚熱感染確認区域内野生イノシシジビエ利用支援事業費補助金 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 3

1619

県支出金 その他 一般財源

28,910 19,273 9,637

28,910千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

19,273 1/3

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農業振興費

事業番号 事業名 主要園芸品目生産振興事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

生産組織、ＪＡ、農業者、法人等

総合計画における位置づけ

12　自然の恵みを活かして「大山町といえ
ばこれ！」をつくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

農業所得の向上、力強い産地づくりを加速化し、
主要園芸品目（白ねぎ、ブロッコリー）産地の強化
を図る。

根拠法令・要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助
金の交付に関する要綱

鳥取県主要園芸品目生産振興事業費補
助金交付要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

　主要園芸品目生産振興事業費補助金

0

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

【事業概要】
　白ねぎ、ブロッコリー産地の強化を図るため、省力化・効率
化等に必要な機械導入、収量向上・品質安定のための新技
術の普及促進、基盤整備などの取組を総合的に支援する。
　補助率：1/2（県1/3、町1/6）

【補正理由】
　県の事業見直しによるブロッコリー産地の広域化・生産強
化総合対策支援事業からの移行、及び高温障害対策に支
援が必要なため。

【補正内容】
＜産地規模拡大＞
　トラクター等農業機械（7台/7件）の導入
　事業費：50,658千円×1/2＝25,329千円
＜野菜暑熱対策＞
　暑熱対策に係る資材（ポンプ、灌水チューブ等（30件））の
　導入
　事業費：7,161千円×1/2＝3,581千円

負担金補助及び交付金

60-10-30-5-3 主要園芸品目生産振興事業費補助金 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 4

208

県支出金 その他 一般財源

24,517 2,000 500 22,017

200千円

500千円 

2,000千円 

2,000千円 

4,000千円

15,817千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

2,000

500

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

畜産業費

事業番号 事業名 畜産業費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

畜産事業者

総合計画における位置づけ

11　一次産業にあこがれる若者を増やそ
う

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

鳥取県や各関係団体と協力し、畜産物を安全に
安定的に生産供給をするため、畜産農家の経営
安定や健全な発展を図る。

根拠法令・要綱等

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

3,279

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【主な目的・効果】
　有望な乳用牛、肉用牛の育成支援を行う。

【補正内容】
・共進会出品奨励金
　　大山和牛部への補助。
　　20千円×10頭＝200千円
・ゲノム検査補助金
　　大山町酪農組合が実施するゲノム検査を支援。
　　2千円×250頭＝500千円
・性判別精液導入事業補助金
　　4,000千円×1/2＝2,000千円
・優良雌牛導入保留奨励事業補助金
　　大山和牛部への補助。
　　100千円×20頭＝2,000千円
・自給飼料生産支援補助金
　　飼料増産に取り組む大山町酪農組合に対して飼料種子
　　代の高騰分等を補助。
　　4,000千円
・畜産経営緊急救済事業
　　肉用牛の飼養費の一部を支援。
　　130円/日×365日×1/3×1,000頭＝15,817千円

報償費

　鳥取県畜産共進会出品報奨金

負担金補助及び交付金

　ゲノム検査補助金

　性判別精液導入事業補助金

　優良雌牛導入保留奨励事業補助金

　自給飼料生産支援補助金

　畜産経営緊急救済事業補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

60-10-10-5-80 市町村創生交付金 0

75-10-15-1-1 ふるさと応援基金繰入金 0



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 5

210

県支出金 その他 一般財源

336 336

336千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農地費

事業番号 事業名 農地費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

畑かん利用者・農業従事者

総合計画における位置づけ

22　すでにある交通インフラ資源を暮らし
の安全性や快適性につなげよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
土地改良事業の推進

根拠法令・要綱等

土地改良法

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

21,935

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正理由】
　現在運用中の水土里情報システム『水土里パック』につい
て、GISソフト（ArcGIS）の販売及びサポートが令和8年3月末
をもって終了となる。サポート終了後は、新ソフトに移行となる
が、新ソフトは現在のシステムで使用しているAｒｃMAPでは作
動しないため、新ソフトに対応するデータ変換・移行が必要と
なる。

【補正内容】
　農地情報システム移行業務委託料　335,500円
　既存の水土里情報システムのデータを用いてQGISで利用
可能なデータを作成し、QGISへの移行作業を行う。
　（鳥取県土地改良事業団体連合会への委託）

委託料

　農地情報システム移行
　業務委託料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 5 農業費 目 5

211

県支出金 その他 一般財源

2,100 2,100

2,100千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

農地費

事業番号 事業名 農道維持補修費

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

農業従事者及び農道利用者

総合計画における位置づけ

22　すでにある交通インフラ資源を暮らし
の安全性や快適性につなげよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

農道・大型農道の維持管理。
国道9号・ＪＲ上部水路橋の点検・修繕を行い、
農道利用者等の安全を図る。

根拠法令・要綱等

土地改良法

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

3,580

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正理由】
　国道9号上部に架かる水路橋（５橋）の定期点検を行う。

【補正内容】
　国道上部水路橋点検業務委託　2,100,000円

委託料

　点検委託料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 10 林業費 目 2

852

県支出金 その他 一般財源

2,240 1,220 20

1,120千円

1,120千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

1,220 定額、1/2

1,000

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

林業振興費

事業番号 事業名 松くい虫等防除事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

森林所有者

総合計画における位置づけ

11　一次産業にあこがれる若者を増やそ
う

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
松くい虫やナラ枯れの被害から森林を守る。

根拠法令・要綱等

森林病害虫等防除法
松くい虫等防除事業費補助金交付要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

55,584 1,000

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正理由】
　松くい虫防除に係る令和７年度作業単価が公表され、薬剤
費の高騰等に伴い緊急防除に係る委託料が不足するため
増額する。

【補正内容】
・緊急防除空中散布作業委託料
　1,120千円の増額
・緊急防除地上作業委託料
　1,120千円の増額

委託料

　緊急防除空中散布作業委託料

　緊急防除地上作業委託料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

60-10-30-10-2 松くい虫等防除事業補助金 28,285

90-5-10-27-2 過疎対策事業債ソフト（財務課） 17,602



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 10 林業費 目 2

1506

県支出金 その他 一般財源

4,123 4,123 0

4,123千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

4,123

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

林業振興費

事業番号 事業名 森林環境譲与税関連事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

森林所有者

総合計画における位置づけ

11　一次産業にあこがれる若者を増やそ
う

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
健全な森林の育成、資源の有効活用を図る。

根拠法令・要綱等

間伐材搬出等事業費補助金交付要綱
造林事業費補助金交付要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

3,129

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正理由】
　保育間伐支援事業において、事業実施予定者から新規
作業（除伐）への取組要望と既存の間伐作業に係る面積の
増加要望があった。また、作業標準単価の増加により増額補
正を行うもの。

【補正内容】
・間伐（既存事業）
　作業面積 15ha → 27.1ha
　作業単価 45千円/ha → 171千円/ha
　現予算 736千円　→ 補正後4,635千円（3,899千円の増）
・除伐（新規要望事業）
　3.2ha×70千円/ha＝224千円

負担金補助及び交付金

　保育間伐支援事業補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

75-10-60-1-1 森林整備基金繰入金 3,129



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 農林水産業費 項 15 水産業費 目 3

855

県支出金 その他 一般財源

1,444 1,444

454千円

495千円

495千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

漁港管理費

事業番号 事業名 漁港管理費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

漁港（御崎・御来屋・平田）

総合計画における位置づけ

23　目の前のかけがえのない風景を自分
たちで守ろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

町が管理する3漁港（御崎・御来屋・平田）の施設
を適切に維持管理する。

根拠法令・要綱等

大山町漁港管理条例
大山町漁港建設事業推進基金条例

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

14,715

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【補正理由】
　漁港施設を適正に管理するため、修繕を行う。

【補正内容】
修繕料
　御来屋漁港 防波堤パネル（4枚）撤去     341,000円
　御来屋漁港 LED照明灯修繕　　　　　　　   81,400円
　御崎漁港 トイレ電灯（自動点滅器）修繕    31,130円
工事請負費
　御来屋漁港浚渫工事　　　　  　　　　　495,000円
　御崎漁港浚渫工事　　　　　　　　　　　 495,000円

需用費

　修繕料

工事請負費

　御来屋漁港浚渫工事

　御崎漁港浚渫工事

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額


